
広報いわくに

市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

第63回文化財防火デー

地
域
と
共
に
文
化
財
を
守
る

　

１
月
26
日
、
第
63
回
文
化
財
防
火

デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
横
山
の
「
昌
明

館
付
属
屋
及
び
門
」
で
消
防
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
か
ら
出
火
し
要
救
助
者
が
取

り
残
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が

行
わ
れ
、
火
災
の
第
一
発
見
者
は
大

声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ん
で
応
援

を
頼
み
、
駆
け
つ
け
た
地
元
住
民
が

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消
火
を
試
み

ま
し
た
。
続
い
て
消
防
署
員
が
火
災

現
場
に
突
入
し
、
逃
げ
遅
れ
た
要
救

助
者
を
救
出
し
た
後
、
消
防
署
員
と

消
防
団
員
が
連
携
し
一
斉
放
水
を
行

い
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年

１
月
26
日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
で
国

宝
の
金
堂
壁
画
が
火
災
で
焼
損
し
た

こ
と
を
機
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
全
国

で
消
防
演
習
な
ど
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昌
明
館
は
江
戸
時
代
中
期
に
７
代

藩
主
吉
川
経
倫
の
隠
居
所
と
し
て
建

造
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
長
屋
と

門
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
成
７
年
に

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
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▲消防訓練には地元住民や消防団員、消防

　署員などが参加
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１
月
20
日
、
岸
信
夫
外
務
副
大
臣

ら
が
市
を
訪
れ
、
空
母
艦
載
機
の
厚

木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
に

つ
い
て
、
福
田
良
彦
市
長
、
桑
原
敏

幸
議
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
米
側

の
計
画
で
は
空
母
艦
載
機
の
移
駐
が

平
成
29
年
７
月
以
降
か
ら
段
階
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
や
移
駐
に
伴
う
航
空

機
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
１
月
27
日
に
市
議

会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
岸
外

務
副
大
臣
ら
の
説
明
に
対
し
、
市
議

会
の
各
会
派
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
５
日
に
は
、
菅
儀よ

し
ひ
で偉

内
閣
官

房
長
官
ら
が
市
を
訪
れ
、
対
応
し
た

福
田
市
長
ら
に
、
Ｆ
―

35
Ｂ
な
ど
の

受
け
入
れ
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

福
田
市
長
は
、
43
項
目
の
安
心
安
全

対
策
と
地
域
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
、

国
が
目
に
見
え
る
形
で
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

問
基
地
政
策
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安
心
安
全
対
策
な
ど
を
要
請

空
港
を
活
か
し
て
観
光
Ｐ
Ｒ

空母艦載機の岩国基地への
移駐について説明

▲会談する福田市長（右側手前）と菅内閣官房長官（左

　側手前）

▲全員協議会で説明を行う岸外務副大臣

▲観光宣伝隊の出発に当たり、意気込みを述べる福田

　市長（右から２人目）

▲羽田空港では観光展を開催

岩国市観光宣伝隊

　

東
京
都
市
圏
か
ら
の
観
光
客
誘
致

を
目
指
し
、
２
月
８
日
、
福
田
良
彦

市
長
を
は
じ
め
26
人
の
岩
国
市
観
光

宣
伝
隊
が
岩
国
錦
帯
橋
空
港
か
ら
東

京
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

空
港
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
出
発

式
で
は
、
観
光
宣
伝
隊
の
顧
問
を
務

め
る
福
田
市
長
が
「
開
港
５
年
目
を

迎
え
た
錦
帯
橋
空
港
は
、
利
用
者
も

１
５
０
万
人
を
突
破
し
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
。
こ
の
度
沖
縄
線
が
通
年

運
航
で
復
活
す
る
な
ど
利
便
性
も
高

ま
り
、
今
後
空
港
を
基
軸
と
し
た
岩

国
の
観
光
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

観
光
宣
伝
隊
の
派
遣
は
昭
和
54
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
３
日
間
の

行
程
で
は
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
マ
ス
コ
ミ
訪
問
な
ど

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
羽
田

空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
観
光
展
を

行
い
、
シ
ロ
ヘ
ビ
の
展
示
や
岩
国
寿

司
の
模
型
の
設
置
、
岩
国
の
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
行
う
な
ど
、
多

く
の
来
場
者
に
岩
国
へ
の
訪
問
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。 
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